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（片側声帯麻痺に対する外側輪状按裂筋牽引怯；披裂軟骨内転衛（一色怯）との比蜘
唱的」
－一色の報告した披裂軟骨内輪術ト・色蛙）は片側声帯腑痔に対す竃有効な手術浩として広く認められて
いる。この手術は甲状軟骨形成術I型を補う形で実施されていることが多い。これは、I型よりは手技的
やや難しいことと、甲状軟骨を軸転させることが局所麻酔の場合、患者が不快を蘭える場合があることに
よると思われる。声帯突起をより正中に矯正した上で声帯膜師部の正中移動を図ることが最も理想的であ
り、この点で考えれば内軒術がより簡嵐効果的に行われれば音声改善でより良い結果が得られるものと
推測できる。一色法の改良手術は散見されるが、岩村は甲状軟骨の裡緑も含めて辺藤には一切芋を加えず
に甲状軟骨を開窓し、この窓を利用して外側輸択抜裂筋に糸をかけて牽引し、披裂軟骨の内転を図る方法
を考案した。この方法は甲状肘署形成術1型と同じ術野であり、I型と内転術の効果をそれぞれ単独に、
または併用してその都度音声の質を確甜することができる。今回、外側愉状披裂筋牽引法暖刑怯）を行
う際の解剖学的職監事術方法．一色法との比放く臨床成観について検討した。
仁朝由
摘出ヒト喉頭を実験母上に留置して甲状軟骨を開窓し、按裂軟骨の甲状軟骨表面からの距離を計測した。
また、摘出イヌ喉頭の一側に一色酷他側に岩村桧を行い、両法の牽引力の違いによる内転効果について
検討した0これは牽引糸路0ナイロントの練端に癖による負荷を加え、その際の声帯内方移動距離をCCD
カメラで撮影しVTRに記録した。声門関大時から5グラムずつ負荷を加え、声帯が声門正中に到達する位
置を0とした。臨床的には、片側声舘麻痺の患者別人塙点持続発声時間：M打が9即を対象に7
例で岩村牡単独、国例で岩村法とI型併用を行い、一色法単独6例及掛－一色法とI型併用7例の成績と比
較した。術後M汀か拍秒以上になったものを効果ありとした。．
「結果」
摘出ヒト喉頭5例を用いた披裂軟骨の位彊計測では、甲状軟骨の厚み仙i血1料）と甲状軟骨裏面から披
裂軟骨までの拒離日甲山）の比卸t：d甲仙血潤）を求めた結果、約1であった。また、摘出イ即願
3例、摘出ヒト喉頭1例を用いた岩村壮及び一色法の牽引力の違いによる内転勤東は、両誌共に約亜′・・畑
グラムで声帯はほぼ正中に移動し、以降は週内転の状態であった。臨床結果であるが、岩ヰ硝蝉狼は7例
中5例飢朝、岩村法とI型併用では国側中11例（知嘲で効果があり、合計il例中16例（知幻で
効果を認めた。また、一色法単独は石鯛中5例胞％）、一一億法とI塾併用では7例中5例日1．％）で効果
があり、合計13例中11例け7％）で効果を認めた。
（備考）1・論文内容要旨はこ研究の目的・方法・結果・考察・結論のj酎こ記載し、
2千字程度でタイプ等で印字すること。
2．※印の欄には記入しないこと。
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確執
甲状軟骨を開窓して披裂軟骨筋突起へ到達するには、甲状晩胃切直的画dIlロ臆）と甲状軟骨下駄正
中を癖ぷ腺の中点を求め、そこから甲状酔軒下縁に平行な線を引く。この線が声肯上面のレノ母レとなる。
斜線細iq耽h肥）と声帯レノ母機との交差する点の奥に披裂軟骨筋突起hu組血p個）が存在す
る。披裂軟骨の位匿計測では、その深さは甲状軟骨内軟骨膜からおよそ甲状軟骨の厚み分下：別辞在する
ことがわかった。また、開窓のデザインは上線を声帯レベル線より約1mn頭側、下線は甲状軌計F諒より
約3mm頭側、牌ま斜線細q聡山越、前線は朋窓都全体がほぼ四角形になるようにする。一片は約Ⅱ加m
税度である。実際の開窓にはカッティングエア十バーを使用した。この恕内政削漠は現存し、律把尾側か
ら頭側に切開除去した。開窓部から外側輪状披裂防止与0ナイロン糸をかけるのであるが、できるだけ披
裂軟骨に近い所に糸をかけて牽引する。今回の実験で牽引に最適な力は約棚′、■朝グラムであることがわか
った。これ以下であると声門は十分に如鎖せ試．またこれ以上であればいわゆる過内転となった。また、
一色浩と岩村法で声帯の正中移動に要する牽引力に大きな違いはな担った。臨床成牌である凧一色按で
は全体で¶％、岩村按では簡％の奏功率であったことを考えれ組両術式に効果の差はないと言える。つ
まり、筋突起に直接糸を通し牽引しなくても、外側輪状披裂筋を牽引することで同等の効果が得られるこ
とがわかった。岩村鴇のキーポイントはできるだ畔地裂軟骨鮪突起に近い位匿の外側輸状脚翠筋に糸をか
けることであると思われる。この際、糸の操作が国難であれl瑚窓を拡大することで解決し、これによる
甲状軟骨自体の強度の檻下は辺緑が保存されておりJ蛸己ない。岩村壇は一一一色i軸こ比㌣て芋技が簡便であり、
また1型との併用も開窓部が同じであるため行いやすい。患者の息苦しさや頭部の不快感の訴えもなかっ
たことを考えれば．岩村法曹紅色杜と同等虹優れた徳武であると思われる。
．聞知
月例声帯麻痺症例把刻する術式として、外側輪状披裂筋牽引法酬劫聴牌軟骨内瑚許しー一色軸
と比べても遜色なく、非常に有効であることがわかった。
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（学位論文審査の結果の要旨）
一側声帯麻痺の治療では、・披裂軟骨内転術（一色法）が広く
認められているが手技が複雑、患者の苦痛を伴う等により敬遠
されがちである。故に、簡便な甲状軟骨形成術一型のみで済ま
され音声改善が．不十分になることも多い。そこで岩村は外側輪
状披裂筋牽引法を考案した（1996）。この手技は一色法より簡便
で患者の苦痛も少なく、－型由併用も容易である。
本研究では岩村法を行う隙の解剖学的指標の検討と一色法、
岩村法の比較を行った。
結果、披裂軟骨の深さは、およそ甲状軟骨の厚み分であった。
また両法の内転効果、臨床結果で差はなく同等の奏功率であっ
た。
本論文は、新しい音声改善手術（岩村法）を行うた料の臨床
解剖．学的指標を明らかにした。また基礎実験、臨床結果より、
岩村法が一色法と比べても遜色ないことを証明し、今後の臨床
成績の向上に寄与すること大である。よ？て博士（直学）の学
位論文として価値あるものと認める。
なお、本学位申請者は、2004年．8月25日実施の論文内容と
それに関する試問を受け、合格と認められるものである。
悍成／年夕月ヂ日）
